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国際サッカー評議会（以下、IFAB）から 2023 年 3 月 23 日付回状第 27 号をもって 2023/24 サッカー

競技規則の改正を含む、第 137回 IFAB年次総会における決定について通達されました。 

 

通達自体の日本語訳（概略）は、下記のとおりです。今回の改正の多くは、現在の規則をより明確に

するために文章が追加されたものになっています。特に、昨年、IFABより通達（回状 26号：2022年 7

月）されたオフサイドにおける「意図的なプレー」と「ディフレクション」の違いについてのガイドラインが、

今回の改正で競技規則に書き加えられたことは注目すべき点です。これまでどおり、サッカー競技に

かかわる関係者、特に競技者、監督/コーチそして審判員はこれらの改正を十分に理解した上で、プ

レー、指導、そしてレフェリングに携わっていただきたく、お願い申し上げます。 

 

IFAB からの回状に添付されている「2023/24 年競技規則－概要と詳細」の日本語訳は添付 1 のとお

りです。各協会、連盟等において、加盟クラブ、チーム、審判員等関係者に周知徹底を図られるよう、

併せてお願い申し上げます。 

 

これらの改正等は、国際的には 2023 年 7 月 1 日から有効となっています。日本サッカー協会、各地

域/都道府県サッカー協会等が主催する他の試合については、添付 2 のとおり適用されます。なお、

今回の競技規則の主な改正についての説明用映像を本協会のホームページに 6 月初旬 までに掲

載する予定です。 

 

 

記 

 

第 137回 国際サッカー評議会年次総会の決定について 

 

2023 年 3 月 4 日、ロンドンにおいて、国際サッカー評議会（IFAB）第 137 回年次総会が、The FA（イ

ングランド・サッカー協会）のデビ―・ヒューイット会長が議長になり開催された。年次総会における主

たる決定および議論については、次のとおりである。 

 

１．2023/24サッカー競技規則 

年次総会において様々な変更や明確化が承認されたが、文章そのものは、前述のとおり、添付の

「2023/24サッカー競技規則の変更」に示している。 

2023/24 サッカー競技規則は、2023 年 7 月 1 日から有効になる。7 月 1 日より前にシーズンを開幕

する競技会は、これらの変更を事前に適用することも、遅らせて次シーズンの開幕以降に適用させる

ことも可能である。 
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主な競技規則の変更 

 

第 10条 – 試合結果の決定 

「ペナルティーマークからのキック」の表現を「PK戦（ペナルティーシュートアウト）」に置き換える。 

 

第 11条 – オフサイド 

2022年 7月 27日付け IFAB回状第 26号で概説した「意図的なプレー」と「ディフレクション」の違いに

関するガイドラインが、競技規則上に書き加えられる。このガイドラインは、守備側競技者が動いてボ

ールを触れたならば、明らかにオフサイドポジションいたとしてもオフサイドで罰せられないという判断

が、守備側競技者が動いてボールに触れるすべてのケースに当てはめられる訳ではないという考え

方に基づいたものである。 

 

第 12条 – ファウルと不正行為 

守備側チームの競技者がボールに向かうことで相手競技者にチャレンジしたこと（相手を押さえる、

引っ張る、押す、または、ボールにプレーする可能性のないチャレンジなどを除く）で反則になり、主

審がペナルティーキックを与えた場合でも、ボールをプレーしようと試みて反則した競技者と同じよう

に一段階下がる懲戒の罰則が与えられることを明確にした。つまり、反則で相手の大きなチャンスと

なる攻撃を妨害または阻止した場合は警告なし（YCなし）で、DOGSOの場合は警告（YC）となる。 

 

第 14条 – ペナルティーキック 

ゴールキーパーは、キックを遅らせたり、ゴールポスト、クロスバーまたはゴールネットに触れるなどし

て、キッカーを不正に惑わせるような動きをしてはならない。 

 

その他の変更および明確化 

2023/24 年競技規則への挿入が承認されたその他の変更および明確化の詳細については、前述の

http://theifab.com/downloads/lotg_changes_23_24_enで説明されている。 

 

 

２．「サッカーのルール - わかりやすい競技規則」 

IFAB は、わかりやすい競技規則を作成した。これは、公式の競技規則に比べ、より平易な言葉を使

用し、より単純な構造からなっている。この競技規則をやさしく説明した新たな要約版は「サッカーの

ルール」という名称で、特に若者、新たに資格を取得した、また取得を考える審判員、時々審判する

大人、選手、指導者 (指導者資格取得に向けて取り組んでいる人を含む)、観客、メディアにとって、

競 技規則が容易に理解 で き る よ う 作成 され た も の で あ る 。  詳細につ い ては 、

https://www.footballrules.com にアクセスしていただきたい。ここから、アルファベット順、また、カテ

ゴリー別に整理された「わかりやすい競技規則」のダウンロードも可能である。 

 

 

３．VARの進展 

年次総会出席者は、（主審とビデオアシスタントレフリー(VAR)間の会話を含む）審判員間の会話を

「ライブ」で放送することも、または公開することも認められないことを確認した。 

しかしながら、会話を録音し、後日教育や情報提供の目的で使用することは可能である。 
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一方、年次総会出席者は、前回の年次ビジネス会議（ABM）において、VAR が関わった特定の判定

があった後、主審がそれについて外にアナウンスするというトライアルの実施を認める決定を行った

と説明を受けた。トライアルは、先ずは FIFA が主催する国際競技会に限られるが、モロッコで開催さ

れる FIFA クラブワールドカップ 2023™で成功が確認されたので、FIFA として引き続き今年の多くの

FIFA 競技会において最良の実施方法を模索し、その後、より世界的にこれがどのように機能するか

どうかの検証を積むためのトライアルを実施することになる。 

 

選手がカメラやマイクを着用することは引き続き禁止されるが、審判員については、IFAB が承認した

トライアルの一環であればカメラを着用することができる。 

 

VAR「ライト」のトライアルは順調であるが、2023/24 競技規則では VAR「ライト」では事実上リプレー

オペレーターを用いることはないので、これを反映して、VAR 実施手順を更新変更した。世界中の試

合で VARを利用できるようにするため、より簡易なレベルのビデオレビューシステムが紹介された。 

 

その他、活用可能な技術開発について議論された他、VAR の導入がこの 6 年間成功したことから、

これからが改善必要なエリアがあるかどうかを特定するため、ステークホルダーと共に VAR プロトコ

ルをレビューする適切な時期であることが合意された。 

 

 

４．脳振盪/頭部の負傷 

年次総会出席者は、（再出場なしの）脳振盪による交代のトライアルについて、最新情報の説明を受

けた（https://www.theifab.com/laws/latest/concussion-substitutes/ を参照のこと）。 

 

脳震盪による交代の有効性を評価するにはより多くのデータが必要であるため、時間制限を課すこと

なくトライアルを継続することが合意された。 なお、脳振盪による交代（再出場あり）については、現

段階では実施しないものの、引き続き検討していくいことが合意された。 

 

The FA（イングランドサッカー協会）が、既に練習試合やトレーニングでヘディングが禁止または制限

されている 12 歳以下の競技者が参加する競技会でヘディングを禁止するという IFAB の承認を受け

実施したトライアルについて報告を行った。 

 

５. プレー時間の増加/時間の浪費の削減 

年次総会出席者は、プレーが中断することは試合の一部であると共に競技者にリカバリーの時間を

与えるという事実があることに留意しつつも、プレー時間を増やし、時間の空費を減らすことの重要性

について話し合った。 

 

FIFAが、FIFAワールドカップ 2022™において、アディショナルタイムをより厳密かつ精緻に計測するこ

とに成功したと報告した。第 7 条－試合時間を改正し、得点の喜びで空費された時間を考慮すること

の重要性を強調した。 

 

年次総会出席者は、アディショナルタイムの算出に対してより厳格に対応することにより、すべての大

会で一貫性をもって、またかなりのプレー時間を確保することになることから、世界中の競技会で採

用されるべきであることに同意した。 

https://www.theifab.com/laws/latest/concussion-substitutes/
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６. 審判員、競技者そしてチーム役員へのリスペクト 

年次総会出席者は、引き続き競技者の行動に焦点を当て、審判員や他の参加者がよりリスペクトを

もって接せられる方法を模索することに同意した。また、これについて、すべてのレベルの試合のステ

ークホルダーからなるワーキンググループを立ち上げるという ABM（年次ビジネス会議）の勧告を承

認した。 

 

The FA(イングランドサッカー協会)が IFAB の承認を得て、グラスルーツのサッカーで主審がボディカ

メラを付けて不適切な行動を記録するというトライアルを立ち上げると報告した。 

 

７. 意思決定プロセスと競技規則の適用 

年次総会では、FIFA 憲章は大陸連盟と各国協会に対して試合が確実に競技規則に則ってプレーさ

れることについて求めていることを確認した。 

 

IFAB の事前の合意なしに、競技規則に反映(VAR 実施手順を含む)するトライアルに関した試合を開

催することは、認められない。 

 

詳細は近く公開されるが、そこには、競技規則に反映する可能性のあるテストまたはトライアルにつ

いての承認申請手続きが記載されている。 

 

８. その他の事項 

年次総会出席者は、2024 年予算、IFAB 定款の変更またサッカーおよび技術諮問委員会(FAP-TAP)

の構成について承認した。その他、オフサイドの新しいアプローチのトライアルについて報告され、ス

ローインをキックインに置き換える提案は審議していかないことについても合意された。 

 

IFAB は、サッカー界のすべてのエリアからのサポートや多くの提案を深く歓迎する。それによって競

技規則が進化しつづけ、サッカーがグラスルーツから国際レベルまで、よりフェアで、より身近で、より

楽しめるようになる。 

 

また、引き続き、世界中からのご意見をいただくようにしていきたい。それによって、競技規則が競技

のフィールドにおけるフェアさやインテグリティーを促進し、保証し続けることになる。 

みなさま方のご協力に感謝する。何か疑義、質問があれば、ご連絡いただきたい。 

 

以上 

 

 

国際サッカー評議会 

事務局長 ルーカス・ブラッド 

 

 

［添付］ 

添付 1 ：2023/24サッカー競技規則変更の概要と詳細 

添付 2 ：2023/24サッカー競技規則の適用開始日 
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2023/24サッカー競技規則の変更 
 

 

競技規則変更の概要 

 

第 3条 – 競技者 

• 得点があったときに競技のフィールドに部外者がいた場合の対応について、明確にした。 

第 6条 – その他の審判員 

• リザーブ副審（RAR）は、その他の「フィールドにいる」審判員と同じように主審を援助することがで

きるようになった。 

第 7条 – 試合時間 

• 「得点の喜び」で空費された時間は、プレーの再開を著しく遅らせる行為の一例から別出しし、主審

が追加する時間の項目のひとつとした。 

第１０条 – 試合結果の決定 

• 「ペナルティーマークからのキック」の表現を「PK戦（ペナルティーシュートアウト）」に変更する。 

• 競技者のみならず、チーム役員への注意や警告は、「PK 戦（ペナルティーシュートアウト）」に繰り越

されないことを明確にした。 

第１１条 – オフサイド 

• 「意図的なプレー」と「ディフレクション」の違いに関するガイドラインは、2022年7月に回状第26

号で発信したが、これを競技規則上に書き加え、明確にした。 

第１２条 – ファウルと不正行為 

• 守備側チームの競技者がボールに向かうことで相手競技者にチャレンジしたこと（相手を押さえる、

引っ張る、押す、または、ボールにプレーする可能性のないチャレンジなどを除く）で反則になり、主

審がペナルティーキックを与えた場合であっても、ボールをプレーしようと試みて反則を行った競

技者と同じように一段階下がる懲戒の罰則が与えられることを明確にした。つまり、反則で相手の

大きなチャンスとなる攻撃を妨害または阻止した場合は警告なし（YCなし）で、DOGSOの場合は

警告（YC）となる。 

第１２条 – ファウルと不正行為 

• 反則を行った競技者を「特定できない」場合、テクニカルエリア内にいる上位のコーチが罰則を受け

ることはないことを明確にした。 

第１４条 – ペナルティーキック 

• ゴールキーパーは、キッカーを不正に惑わせるなど、試合や相手にとってリスペクトに欠ける振る舞

いをしてはならないことを明確にした。 

ビデオアシスタントレフェリー（VAR）の実施手順 

• VAR「ライト」では、リプレーオペレーター（RO）が関わらないことを確認した。 
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競技規則変更の詳細 

 

以下、2023/24サッカー競技規則の変更となる。各変更について、これまでの文章に加え、改正され

たまたは追加された文章が記されている。また必要に応じて、変更理由も付記している。 

 

符号 

競技規則の主な改正に黄色の下線を引き、余白をハイライトした。 

編集の変更に文字と同色の下線を引いた。 

YC＝イエローカード（警告） RC＝レッドカード（退場） 

 

 

第 3条 – 競技者 

9.  得点があったときに競技のフィールドに部外者がいた場合  

追加された文章 

得点後、プレーが再開される前に、主審が、得点があったときに競技のフィールドに部外者がいて、 そ

の部外者がプレーを妨害していたことが分かった場合、 

 

• 主審は、部外者が次の場合、得点を認めてはならない。: 

– 得点したチームの競技者、交代要員、交代して退いた競技者、退場となった競技者またはチーム

役員であった場合、プレーは、部外者がいた位置から直接フリーキッ クで再開される。  

– 外的要因であった場合、プレーは、ドロップボールで再開される。ただし、その者がプレーを妨害

し、上記「７．競技のフィールドにいる部外者」で示すような状況で得点になった場合を除く。  

• 主審は、部外者が次の場合、得点を認めなければならない。 

– 得点されたチームの競技者、交代要員、交代して退いた競技者、退場を命じられた競技者または

チーム役員であった場合。 

– 外的要因であったが、プレーを妨害していなかった場合。 

 

解 説 

主審は、ボールがゴールに入ったとき、部外者が競技のフィールド内にいて、プレーに影響を与えてい

た場合に限り、対応しなければならないことを明確にした。つまり、競技規則は、競技のフィールドに侵

入したものの、プレーにインパクトを与えていない場合まで、主審が罰しないことを求めている。 

 

第６条 – その他の審判員 
改正された文章 

試合には、その他の審判員（副審２人、第 4の審判員、追加副審２人、リザーブ副審、ビ デオアシスタン

トレフェリー（VAR）、および、少なくとも１人のアシスタント VAR （AVAR））を任命できる。 

 

主審、副審、第 4の審判員、追加副審およびリザーブ副審は、「フィールドにいる」審判員である。 

(…) 

リザーブ副審を除くその他の「フィールドにいる」審判員は、反則を主審より明らかに事象が見えてい

る場合に主審を援助し、主審に見えなかった著しい不正行為やその他の出来事について、関係機関に

報告書を提出しなければならない。作成した報告書については主審とその他の審判員に知らせなけれ

ばならない。 
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4. リザーブ副審  

リザーブ副審の唯一の任務は、職務を続行することができなくなった副審、第 4 の審判員または追加

副審と交代することができる。また、他の「フィールドにいる」審判員と同じように主審を援助すること

もできる。 

 

解 説 

リザーブ副審が設置されることが非常に多くなってきており、その他の「フィールドにいる」審判員と

同じく主審を援助できるようにすべきと考えるのは、合理的である。 

 

第 7条 – 試合時間 
3. 空費された時間の追加  

改正された文章 

主審は、以下のように前半、後半に空費されたすべてのプレーイングタイムを追加する。  

• 競技者の交代 

• (…) 

• 得点の喜び 

• プレーの再開を著しく遅らせる行為（例えば、得点の喜び外的要因による妨害）を含む、その他の理

由 

 

解 説 

得点の喜びによって、主審がかなりの時間を追加することを強調するために、別出しし、「得点の喜び」

という項目を立てる。 

 

第１０条 – 試合結果の決定 

2. 勝利チーム 

改正された文章 

(…)試合またはホームアンドアウェーの対戦が終了し、競技会規定として勝者を決定する必要がある

場合、次の方法のみが認められる。 

• アウェーゴールルール 

• それぞれ 15分以内で同じ時間の前半と後半からなる延長戦 

• ペナルティーマークからのキック PK戦（ペナルティー シュートアウト） 

上記の方法を組み合わせることができる。 

 

３． ペナルティーマークからのキック PK戦（ペナルティー シュートアウト） 

試合後にペナルティーマークからのキック PK戦（ペナルティー シュートアウト）が行われるときも(…), 

試合中に競技者およびチーム役員に示された注意や警告は、キック PK 戦（ペナルティー シュートアウ

ト）に繰り越されない。 

 

進め方  

ペナルティーマークからのキック PK戦（ペナルティー シュートアウト）の開始前 

• (…) 

ペナルティーマークからのキック PK戦（ペナルティー シュートアウト）の進行中  
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• (…) 

次の条件に従って、両チームが５本ずつのキックを行う。 

• (…) 

• ペナルティーマークからのキック PK 戦（ペナルティー シュートアウト）は、競技者が競技のフィール

ドから離れたことで遅らせてはならない(…)。 

ペナルティーマークからのキック PK戦（ペナルティー シュートアウト）が進行中の交代および退場 

 

「ペナルティーマークからのキック」から「PK 戦（ペナルティーシュートアウト）」への変更は、次にも適用

する。 

• 一時的退場（シンビン）のガイドライン 

• 第 2条 ２．欠陥が生じたボールの交換 

• 第 3条 ５．反則と罰則 

• 第 5条 ３．職権と任務 

• 第 12条 ３．懲戒処置 

• 用語集 

• 審判員のための実践的ガイドライン 

 

解 説 

• ペナルティーマークからのキック“という表現は、時代遅れであり、現在あまり使われていない。多く

の人が「PK戦」または「ペナルティーシュートアウト」という言葉を用いている。 

• 競技者のみならず、試合中にチーム役員に示された注意や警告は、PK戦（ペナルティーシュートア

ウト）に繰り越されないことを明確にした。 

 

第１１条 – オフサイド： 

2. オフサイドの反則 

追加された文章 

(…) 

オフサイドポジションにいる競技者は、相手競技者が＊意図的にプレーしたボールを受けたと

き、意図的なハンドの反則を行った場合も含め、利益を得ているとはみなされない。 ただし、意

図的なセーブからのボールを除く。 
＊「意図的なプレー（意図的なハンドを除く）」とは、競技者がボールをコントロール下において、次のプ

レーができることである。 

• ボールを味方競技者にパスする、 

• ボールを保持する、または、 

• ボールをクリアする（例えば、ボールをけって、またはヘディングして）。 

これは、競技者がコントロールできる状況にあるボールをパスする、保持しようと試みる、または、クリ

アすることがうまくいかなかったり、失敗したりした場合であっても、ボールを「意図的にプレーした」

という事実を無効にするものではない。 

競技者がコントロールできる状況にあるボールを、結果的に、「意図的にプレーした」とみなす指標とし

て、必要に応じて、次の基準が使われるべきである。 

• ボールが長く移動したので、競技者はボールをはっきりと見えた。 



添付１ 

2023/24サッカー競技規則改正の概要と詳細 

5/6 

• ボールが速く動いていなかった。 

• ボールが動いた方向が予想外ではなかった。 

• 競技者が体の動きを整える時間があった、つまり、反射的に体を伸ばしたりジャンプせざるを得な

かったということでもなく、または、かろうじてボールに触れたりコントロールできたということで

はなかった。 

• グランド上を動いているボールは、空中にあるボールに比べてプレーすることが容易である。 

 

解 説 

守備側競技者が動いてボールを触れたならば、明らかにオフサイドポジションいたとしてもオフサイド

で罰せられないという判断は、守備側競技者が動いてボールに触れるすべてのケースにあてはめられ

る訳ではないという考え方に基づき、「意図的なプレー」と「ディフレクション（ボールが競技者に当たり

方向が変わる）」の違いについてのガイドラインを明確にした。この文章は、国際サッカー評議会回状第

26号（2022年 7月 27日）で発信されている。 

 

第１２条 – ファウルと不正行為： 

3. 懲戒処置  

追加された文章 

(…) 

反スポーツ的行為に対する警告 

競技者が反スポーツ的行為で警告されなければならない状況は、様々である。例えば競技者が、 

• (…) 

• 相手の大きなチャンスとなる攻撃を妨害または阻止するためにボールを手や腕で扱う。 

• 相手の大きなチャンスとなる攻撃を妨害または阻止するためにその他の反則を行う。 ただし、ボー

ルにプレーしようと試みて、または、ボールに向かうことで（相手競技者に）チャレンジして反則を行

い、主審がペナルティーキックを与えた場合を除く。 

• ボールにプレーしようと試みて、または、ボールに向かうことで（相手競技者に）チャレンジして反則

を行い、相手競技者の決定的な得点の機会を阻止し、主審がペナルティーキックを与える。  

 

得点または決定的な得点の機会の阻止（DOGSO）   

競技者が相手競技者に対して反則を行い、相手競技者の決定的な得点の機会を阻止し、主審がペナル

ティーキックを与えた場合、ボールにプレーしようと試みた、または、ボールに向かうことで（相手競技

者に）チャレンジしたことで反則した場合、反則を行った競技者は、警告される。それ以外のあらゆる状

況 （押さえる、引っぱる、押す、またはボールをプレーする可能性がないなど）では、反則を行った競技

者は、退場させられなければならない。 

 

解 説 

反則となる守備側競技者のアクションが、ボールにプレーしようと試みた結果なのか、ボールに向かう

ことで相手競技者にチャレンジした結果（あるいは両方）なのか、明確ではなかった。ボールにプレーし

ようと試みた結果なのか、ボールをプレーしようとして相手競技者にチャレンジした結果なのかにかか

わらず、同じ原則（懲戒の罰則が一段階下がる）を当てはめる。 
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第１２条 – ファウルと不正行為： 

3. 懲戒処置  

追加された文章 

(…) 

チーム役員  

テクニカルエリアに入ることのできる交代要員、交代して退いた競技者、退場になった競技者またはチ

ーム役員による反則があり、反則を行った者を特定できない場合、テクニカルエリア内にいる上位のコ

ーチが罰則を受ける。 

 

解 説 

テクニカルエリアにいる/いた交代要員、交代して退いた競技者、退場になった競技者またはチーム役

員の誰かが反則を行ったが、「誰が反則をしたのか特定できない」場合に限って上位のコーチが罰則を

受ける。反則を行った競技者が「特定できなかった」場合については、この考え方を適用することがで

きない。 

 

第１４条 – ペナルティーキック： 
1.  進め方  

追加された文章 

(…) 

守備側ゴールキーパーは、ボールがけられるまで、ゴールポスト、クロスバーまたはゴールネットに触れ

ず、キッカーに面して、両ゴールポストの間のゴールライン上にいなければならない。ゴールキーパー

は、キッカーを不正に惑わすような行動をとってはならない。例えば、キックを遅らせらせる、ゴールポ

スト、クロスバーまたはゴールネットに触れる。 

 

解 説 

ゴールキーパーは、キッカーを不正に惑わすような、試合や相手にとってリスペクトがない行動をとっ

てはならないことを明確にした。 

 

ビデオアシスタントレフェリー（VAR）の実施手順 
３．実施 

改正された文章 

試合では、次の実施方法により、VARを用いる。  

• VARは、ビデオオペレーションルーム（VOR）で 1人以上のアシスタント VAR（AVAR）およびリプ

レーオペレーター（RO）の援助を受けながら試合を監視する。 

• カメラアングルの数（および、その他の考慮するべき点）に応じて、２人以上の AVARおよび 1人

以上のリプレーオペレター（RO）を置くことができる。   

• (…) 

 
解 説 

条文を改正することで、リプレーオペレータを用いない VAR「ライト」システムに反映できることになる。 
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